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荒
尾
市
役
所
新
職
員
組
合
は
、
６
月
16
日
（
金
）
ホ
テ
ル
ヴ
ェ
ル
デ
に
お
い
て
、

「
平
成
29
年
度
通
常
総
会
」
終
了
後
に
、
「
新
職
員
組
合
結
成
40
周
年
記
念
式

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

40
周
年
記
念
式
典
の
開
催
に
あ
た
り
、
濱
村
執
行
委
員
長
は
、
「
今
日
ま
で
の

発
展
や
輝
か
し
い
歴
史
が
あ
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩
諸
氏
や
歴
代
委
員
長
、
並

び
に
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
努
力
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、
深
く
敬
意
を
表

し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
荒
尾
市
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
と
同
じ
目
線
に
立

ち
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
視
点
を
置
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
本
日
の
40
周
年

記
念
式
典
は
荒
尾
市
役
所
新
職
員
組
合
の
次
な
る
時
代
へ
の
出
発
点
と
位
置
づ

け
、
新
た
な
運
動
へ
の
夢
を
描
い
て
進
む
こ
と
を
誓
う
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

40
周
年
記
念
式
典
に
は
、
多
数
の
来
賓
・
組
合
員
を
招
き
、
盛
大
に
開
催
で
き

ま
し
た
。 

式
典
の
中
で
は
、
元
執
行
委
員
長
に
対
し
功
績
を
讃
え
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
組
合
の
歴
史
を
振
り
返
る
た
め
の
組
合
活
動
を
記
録
編
集
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
上
映
鑑
賞
や
荒
尾
市
が
誇
る
伝
統
「
の
ば
ら
さ
ん
」
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。  

 

こ
ん
に
ち
は
、
下
関
の
小
賀
で
す
。
無
事
に
定
期
大
会

50

周
年
を
終
え
、
私
の
最

大
か
つ
最
終
の
仕
事
を
終
え
ま
し
た
。
民
間
時
代
か
ら
約

40

年
の
組
合
活
動
で
し

た
が
、
一
言
で
い
う
と
私
に
と
って
組
合
と
は
、
命
の
恩
人
で
す
。 

私
は
こ
こ
二
年
の
間
に
、
三
回
に
わ
た
る
大
病
と
大
怪
我
を
経
験
し
ま
し
た
。
一

回
目
は
「
癌
宣
告
」
、
二
回
目
は
転
倒
に
よ
る
「脳
挫
傷
・く
も
膜
下
出
血
」、
三
回
目

は
「
腎
不
全
・
心
不
全
」
。
医
者
に
言
わ
せ
る
と
、
ど
れ
を
取
って
も
死
ぬ
よ
と
。
し
か
し

生
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
奇
跡
だ
と
。
お
そ
ら
く
今
年
の
50

周
年
と
来
年
の
下
関

で
の
全
国
大
会
を
終
え
な
い
と
、
こ
ち
ら
に
来
る
な
と
両
親
が
邪
魔
し
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
50

周
年
と
全
国
大
会
と
組
合
の
仕
事
が
残
って
い
た
の
で
助
か
った

の
だ
と
思
い
ま
す
。
組
合
に
感
謝
で
す
。
皆
さ
ん
も
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
は
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。 

何
か
暗
い
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
下
関
市
職
員
組
合
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

【下
関
市
職
員
組
合 

小
賀
委
員
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
】 

下
関
市
職
員
組
合 

 

小
賀 

 

進 
 

 

 

役
員
改
選
に
お
い
て
、
筌
瀬
明
宏
新
委
員
長

や
新
た
な
執
行
部
体
制
が
承
認
さ
れ
、
若
手
メ

ン
バ
ー
中
心
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
活
力
み
な
ぎ
る
体
制

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
の
活
動
経
過
報
告
並
び
に
決
算
報

告
、
新
年
度
の
活
動
方
針
案
並
び
に
収
支
予
算

案
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

我
々
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
好
転
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若

手
組
合
員
の
加
入
も
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
期
待
が
持
て
る
状
況
と
な
り
ま
し

昨
年
度
の
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
北
区
で

は
ま
だ
未
締
結
で
あ
っ
た
三
六
協
定
の
締
結
に
向
け

た
協
議
や
、
勤
勉
手
当
の
成
績
率
制
度
に
お
け
る
一

律
拠
出
割
合
の
提
案
に
対
し
経
過
措
置
を
取
る
こ

と
で
区
側
と
確
認
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
庁
舎
の
空
調
シ

ス
テ
ム
の
改
善
や
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
、
緊
急
時
の

各
職
員
の
具
体
的
対
応
の
訓
練
や
、
職
場
ロ
ッ
カ
ー

等
の
固
定
、
職
員
の
健
康
管
理
や
ク
レ
ー
マ
ー
対

策
、
管
理
職
の
平
等
な
職
務
管
理
な
ど
を
要
求
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 
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去
る
８
月
27
日
（
日
）
に
執
行
さ
れ
ま
し

た
八
代
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
自
治
労
連
の
顧
問
で
あ
る
西
濵
和
博

氏
（
八
代
市
職
顧
問
）
が
三
期
目
の
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は

28
議
席
に
対
し
38
人
が
立
候
補
す
る
と
い

う
過
去
に
例
を
見
な
い
厳
し
い
情
勢
と
な

り
、
一
票
が
当
落
を
左
右
す
る
選
挙
戦
と
な

り
ま
し
た
。 

選
挙
戦
に
お
い
て
は
掲
げ
る
政
策
目
標

を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
辻
立

ち
や
広
報
活
動
、
ポ
ス
タ
ー
張
り
な
ど
後
援

会
や
有
志
を
中
心
に
機
動
力
を
活
か
し
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
西
濵
氏
を
支
え
て

く
れ
る
人
と
共
に
数
々
の
苦
労
を
乗
り
越

え
当
選
で
き
た
こ
と
は
、
掲
げ
る
政
策
目
標

が
八
代
市
民
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
、
新
た
な
決
意
を
実
現
さ
せ
る

た
め
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

八
代
市
役
所
職
員
組
合
で
は
、
「
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
市
政
の
発
展
に
貢
献
し

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
西
濵
氏
と
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
市
政
の
発
展
に
つ
い
て
共

に
考
え
、
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

◇
ユ
ー
ス
部
単
組
間
交
流
会 

平
成
29
年
11
月
18
日
（
土
）
～
19
日
（
日
） 

◇
開
催
場
所 

熊
本
県
熊
本
市 

◇
女
性
部
研
修 

平
成
30
年
２
月
24
日
（
土
） 

 

◇
開
催
場
所 

福
岡
県
福
岡
市 

◇
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

平
成
30
年
２
月
24
日
（
土
）
～
25
日
（
日
） 

 

◇
開
催
場
所 

熊
本
県
熊
本
市 

◇
第
49
回
定
期
大
会
（
予
定
） 

平
成
30
年
５
月
11
日
（
金
） 

 

◇
開
催
場
所 

山
口
県
下
関
市 

 

【
問
い
合
せ
先
】 

い
ず
れ
も
自
治
労
連
本
部
ま
で 

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

長洲町職員組合 
～平成 29 年度定期大会～ 

７月 26 日（水）有明会館 

川
島
執
行
委
員

長
の
挨
拶
で
始
ま

っ
た
定
期
大
会
は
、

平
成

28

年
度
活

動
報
告
及
び
決
算

報
告
並
び
に
平
成

29

年
度
活
動
方

針
及
び
歳
入
歳
出

予
算
等
、
提
出
し

た
議
案
の
す
べ
て
が

無
事
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

終
了
後
は
恒
例

の
職
員
親
睦
会
を
開
催
し
、
今
年

度
の
新
組
合
員
の
紹
介
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

川
島
執
行
委
員
長
の
挨
拶
に

も
あ
り
ま
し
た
が
昨
年
の
熊
本
地

震
、
今
年
度
に
お
い
て
も
大
き
な

水
害
が
各
地
で
発
生
し
自
治
体
の

危
機
管
理
意
識
の
中
、
組
合
員
の

福
利
厚
生
に
も
十
分
に
留
意
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
組
合
員
一
人
一
人
が

明
る
く
健
康
的
に
仕
事
が
で
き 

る
環
境
を
目
指
し
て
組
合
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆 

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

全北区職員連絡協議会 
～第 33 回定期総会～ 

７月 28 日（金）北とぴあ 

西都市役所職員組合 
～第 46 回定期大会～ 

８月 25 日（金） 

コミュニティセンター会議室 

た
。
引
き
続
き
組
合
員
の
新
規
加
入
促
進
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
若
手

目
線
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
新
執
行
部
体
制
で

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

末
筆
な
が
ら
、
ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
大
前
和
紀
副

中
央
委
員
長
を
始
め
、
皆
様
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
多
数
の
ご
祝
辞
に

対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

八代市議会議員選挙 結果報告 
 

Information 

 

市
議
会
委
員
会
室
に
て
定
期
大
会
を
始

め
る
こ
と
２
回
、
前
回
は
エ
ア
コ
ン
が
入
ら

ず
、
暑
さ
を
堪
え
な
が
ら
の
定
期
大
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
エ
ア
コ
ン
が
効

き
、
快
適
な
環
境
の
中
で
定
期
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
治
労
連

よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
田
中
副
中

央
執
行
委
員
長
の
緊
張
し
た
挨
拶
を
横

で
見
つ
つ
、
無
事
に
定
期
大
会
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
北
は
東
北
町
職
員
組
合
を
は
じ

め
自
治
労
連
に
集
く
多
く
の
仲
間
の
皆
様

か
ら
、
多
数
の
祝
辞
や
祝
電
を
頂
戴
し
、

紙
面
を
借
り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

日向市役所職員組合 
～第４６回定期大会～ 

７月７日（金）市議会委員会室 

定
期
大
会
及
び
50
周
年
祝
賀
会
に
、

ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰

様
で
、
盛
大
な
る
祝
賀
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

今
回
は
、
下
関
発
、
紙
相
撲
場
所
を
開

催
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
紳
士
、

淑
女
も
、
我
を
忘
れ
て 

熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
、
下
関
が
大
好

き
「今
日
も
１
日
ゆ
め
ミ
隊
」
の
ア
イ
ド
ル

が
祝
賀
会
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

50
周
年
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
の
も
、
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
で
す
。
心
よ

り
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

来
年
の
自
治
労
連
の
大
会
も
、
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。 

下関市職員組合 
～第５０回定期大会～ 

10 月 27 日（金）東京第一ホテル下関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
前
和
紀
執
行
委
員
長
は
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
５

月
12
日
に
当
市
に
お
い
て
自
治
労
連
の
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
地
方
公
務
員
が
加
盟
す
る

労
働
組
合
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
中
、
組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
が
、
ま
さ
に
玉
野

市
役
所
職
員
組
合
の
考
え
方
に
等
し
く
、
瀬
戸
内
の
ブ

ル
ー
が
自
治
労
連
ブ
ル
ー
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

執
行
部
よ
り
平
成
28
年
度
の
活
動
経
過(

賃
金
・労

働
条
件
の
改
善
に
関
す
る
取
組
み
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

確
立
に
関
す
る
取
組
み
、
福
利
厚
生
の
充
実
、
民
主
的

労
働
運
動
の
推
進
と
組
織
の
強
化)

に
つ
い
て
報
告
し
、

組
合
の
取
組
み
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
活
動
の
意
義
を

確
認
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
の
議
事
に
入
り
、
活
動

方
針
、
予
算
等
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
承
認
、
最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
て
盛
会
の

う
ち
に
終
え
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
中
川
執
行
委
員
長
よ
り
当

組
合
の
西
濵
和
博
顧
問
へ
、
本
年
８
月
の
八
代
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
職
員
組
合
組
織
内
候
補
決
定
状

交
付
を
行
い
、
併
せ
て
自
治
労
連
熊
本
地
方
協
議
会

か
ら
推
薦
状
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
組
合
の
規
約
に
も
“
地
方
自
治
の
民
主
化
を
促
進

し
、
理
想
的
市
政
の
実
現
を
図
る
”
こ
と
を
目
的
の
ひ
と

つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も

と
、
組
織
内
の
一
層
の
団
結
、
組
織
間
の
連
帯
を
図

り
、
私
た
ち
の
志
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 
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八代市役所職員組合 
～平成 29 年度通常総会～ 

５月 19 日（金） 

八代ホワイトパレス 

濱
村
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
通
常

総
会
は
、
来
賓
に
、
全
国
自
治
団
体
労
働
組
合

連
合
（
自
治
労
連
）
関
谷
委
員
長
、
浅
田
荒
尾

市
長
ほ
か
を
招
き
、
報
告
・
議
案
提
案
を
行
い
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

濱
村
執
行
委
員
長
は
挨
拶
の
中
で
、
①
熊
本

地
震
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
す
こ

と
、
②
３
年
連
続
と
な
る
給
与
・
ボ
ー
ナ
ス
の
引

上
げ
に
つ
い
て
、
③
「
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い

荒
尾
市
」
、
「
地
域
住
民
に
理
解
さ
れ
る
職
員

組
合
」
ひ
い
て
は
、
「
地
域
内
に
浸
透
す
る
職
員

組
合
を
目
指
す
こ
と
」
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
先
輩
諸
氏
が
尽
力
し
て
築
か
れ
て

き
た
組
合
の
歴
史
と
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な

玉野市役所職員組合 
～第 57 回定期大会～ 

５月 26 日（金）市役所大会議室 

大
会
で
は
、
執
行
部
を
代
表
し
た
、
三
宅
執
行
委

員
長
の
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
と
続
き
、
そ
の
後
、
２
０
１

６
年
度
の
一
般
経
過
報
告
及
び
各
会
計
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
２
０
１
７
年
度
の
運
動
方
針
及
び
各
会

計
予
算
、
特
別
執
行
委
員
の
派
遣
に
つ
い
て
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
採
決
で
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に
よ
り

議
案
が
承
認
さ
れ
、
２
０
１
７
年
度
の
方
針
が
確
立

荒尾市役所新職員組合 
～平成 29 年度通常総会～ 

６月 16 日（金）ホテルヴェルデ 

釧路市役所労働組合 
～第 20 回定期大会～ 

６月 17 日（土）市役所防災庁舎 

宮古島市職員労働組合 
～第 12 回定期大会～ 

６月 22 日（木） 

レストランクール 

大
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
活
動
経
過
報
告
並

び
に
決
算
、
平
成
29
年
度
の
活
動
方
針
並
び
に
予

算
を
報
告
・審
議
し
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
役
員
選
出
に
つ
い
て
も
執
行
部
よ
り
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
湧
川
執
行

委
員
長
は
、
「非
常
勤
職
員
、
１
日
あ
た
り
３
０
０

円
賃
上
げ
の
処
遇
改
善
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
、
更
な
る
労
働
条
件
、
職
場
環
境
の
改
善
・確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

今
後
も
、
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
」

を
基
本
理
念
に
住
民
優
先
を
基
本
的
に
考
え
、
住

民
や
組
合
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
組
合
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

続
い
て
、
全
国
大
会
の
余
興
と
し
て
、
玉
野
市
職
員
男

性
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
組
合
員
に
対
し
、
地

元
玉
野
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
た
こ
と
に
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
は
執
行
部
や
執
行
委
員
が
動
か
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
ま
さ
に
組
合
員
皆
が
職
場
の
意
見
を
吸
い
上

げ
、
そ
れ
を
い
か
に
各
職
場
に
返
し
て
い
く
か
、
こ
れ
が
組

合
活
動
で
は
な
い
か
と
締
め
く
く
り
、
向
こ
う
１
年
間
の

活
動
方
針
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
宣
言
起
草
委
員
よ
り
、
「
本
定
期
大
会
で
確

立
し
た
運
動
方
針
を
も
と
に
組
合
員
の
総
力
を
あ
げ

て
結
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
み
、
安
心
し
て
働
き
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
活
動
す
る
」
と
大
会
宣
言
が
提
案
さ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
、
最
後
に
三
宅
執
行
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

組
合
は
、
本
年
度
の
運
動
方
針
を
軸
と
し
、
本
市

の
復
興
・
発
展
の
た
め
、
ま
た
組
合
員
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
向
上
を
目

指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
治
労
連
か
ら
は
唐

田
書
記
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

労
働
運
動
を
堅
持
し
な
が
ら
住
民
に
理
解
さ
れ
る
職
員
組
合

を
目
指
し
ま
す
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
賃
金
・
労
働
条
件
の

向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
前
和
紀
執
行
委
員
長
は
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
５

月
12
日
に
当
市
に
お
い
て
自
治
労
連
の
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
地
方
公
務
員
が
加
盟
す
る

労
働
組
合
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
中
、
組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
が
、
ま
さ
に
玉
野

市
役
所
職
員
組
合
の
考
え
方
に
等
し
く
、
瀬
戸
内
の
ブ

ル
ー
が
自
治
労
連
ブ
ル
ー
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

執
行
部
よ
り
平
成
28
年
度
の
活
動
経
過(
賃
金
・労

働
条
件
の
改
善
に
関
す
る
取
組
み
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

確
立
に
関
す
る
取
組
み
、
福
利
厚
生
の
充
実
、
民
主
的

労
働
運
動
の
推
進
と
組
織
の
強
化)

に
つ
い
て
報
告
し
、

組
合
の
取
組
み
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
活
動
の
意
義
を

確
認
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
の
議
事
に
入
り
、
活
動

方
針
、
予
算
等
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
承
認
、
最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
て
盛
会
の

う
ち
に
終
え
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
中
川
執
行
委
員
長
よ
り
当

組
合
の
西
濵
和
博
顧
問
へ
、
本
年
８
月
の
八
代
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
職
員
組
合
組
織
内
候
補
決
定
状

交
付
を
行
い
、
併
せ
て
自
治
労
連
熊
本
地
方
協
議
会

か
ら
推
薦
状
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
組
合
の
規
約
に
も
“
地
方
自
治
の
民
主
化
を
促
進

し
、
理
想
的
市
政
の
実
現
を
図
る
”
こ
と
を
目
的
の
ひ
と

つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も

と
、
組
織
内
の
一
層
の
団
結
、
組
織
間
の
連
帯
を
図

り
、
私
た
ち
の
志
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 
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八代市役所職員組合 
～平成 29 年度通常総会～ 

５月 19 日（金） 

八代ホワイトパレス 

濱
村
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
通
常

総
会
は
、
来
賓
に
、
全
国
自
治
団
体
労
働
組
合

連
合
（
自
治
労
連
）
関
谷
委
員
長
、
浅
田
荒
尾

市
長
ほ
か
を
招
き
、
報
告
・
議
案
提
案
を
行
い
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

濱
村
執
行
委
員
長
は
挨
拶
の
中
で
、
①
熊
本

地
震
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
す
こ

と
、
②
３
年
連
続
と
な
る
給
与
・
ボ
ー
ナ
ス
の
引

上
げ
に
つ
い
て
、
③
「
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い

荒
尾
市
」
、
「
地
域
住
民
に
理
解
さ
れ
る
職
員

組
合
」
ひ
い
て
は
、
「
地
域
内
に
浸
透
す
る
職
員

組
合
を
目
指
す
こ
と
」
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
先
輩
諸
氏
が
尽
力
し
て
築
か
れ
て

き
た
組
合
の
歴
史
と
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な

玉野市役所職員組合 
～第 57 回定期大会～ 

５月 26 日（金）市役所大会議室 

大
会
で
は
、
執
行
部
を
代
表
し
た
、
三
宅
執
行
委

員
長
の
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
と
続
き
、
そ
の
後
、
２
０
１

６
年
度
の
一
般
経
過
報
告
及
び
各
会
計
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
２
０
１
７
年
度
の
運
動
方
針
及
び
各
会

計
予
算
、
特
別
執
行
委
員
の
派
遣
に
つ
い
て
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
採
決
で
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に
よ
り

議
案
が
承
認
さ
れ
、
２
０
１
７
年
度
の
方
針
が
確
立

荒尾市役所新職員組合 
～平成 29 年度通常総会～ 

６月 16 日（金）ホテルヴェルデ 

釧路市役所労働組合 
～第 20 回定期大会～ 

６月 17 日（土）市役所防災庁舎 

宮古島市職員労働組合 
～第 12 回定期大会～ 

６月 22 日（木） 

レストランクール 

大
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
活
動
経
過
報
告
並

び
に
決
算
、
平
成
29
年
度
の
活
動
方
針
並
び
に
予

算
を
報
告
・審
議
し
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
役
員
選
出
に
つ
い
て
も
執
行
部
よ
り
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
湧
川
執
行

委
員
長
は
、
「非
常
勤
職
員
、
１
日
あ
た
り
３
０
０

円
賃
上
げ
の
処
遇
改
善
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
、
更
な
る
労
働
条
件
、
職
場
環
境
の
改
善
・確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

今
後
も
、
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
」

を
基
本
理
念
に
住
民
優
先
を
基
本
的
に
考
え
、
住

民
や
組
合
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
組
合
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

続
い
て
、
全
国
大
会
の
余
興
と
し
て
、
玉
野
市
職
員
男

性
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
組
合
員
に
対
し
、
地

元
玉
野
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
た
こ
と
に
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
は
執
行
部
や
執
行
委
員
が
動
か
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
ま
さ
に
組
合
員
皆
が
職
場
の
意
見
を
吸
い
上

げ
、
そ
れ
を
い
か
に
各
職
場
に
返
し
て
い
く
か
、
こ
れ
が
組

合
活
動
で
は
な
い
か
と
締
め
く
く
り
、
向
こ
う
１
年
間
の

活
動
方
針
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
宣
言
起
草
委
員
よ
り
、
「
本
定
期
大
会
で
確

立
し
た
運
動
方
針
を
も
と
に
組
合
員
の
総
力
を
あ
げ

て
結
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
み
、
安
心
し
て
働
き
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
活
動
す
る
」
と
大
会
宣
言
が
提
案
さ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
、
最
後
に
三
宅
執
行
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

組
合
は
、
本
年
度
の
運
動
方
針
を
軸
と
し
、
本
市

の
復
興
・
発
展
の
た
め
、
ま
た
組
合
員
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
向
上
を
目

指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
治
労
連
か
ら
は
唐

田
書
記
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

労
働
運
動
を
堅
持
し
な
が
ら
住
民
に
理
解
さ
れ
る
職
員
組
合

を
目
指
し
ま
す
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
賃
金
・
労
働
条
件
の

向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

大
会
で
は
、
樫
部
執
行
委
員
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
平
成
28
年
度
の
活

動
経
過
及
び
収
支
決
算
、
役
員
選
挙

結
果
の
報
告
、
平
成
29
年
度
の
活
動

方
針
及
び
収
支
予
算
の
審
議
を
お
こ

な
い
、
承
認
を
受
け
ま
し
た
。 

役
員
改
選
に
よ
り
、
澤
重
新
執
行

委
員
長
の
新
た
な
船
出
と
な
り
ま
し

た
が
、
昭
和
44
年
に
発
足
以
来
こ
れ

ま
で
先
輩
方
が
尽
力
し
築
か
れ
て
き

た
組
合
の
歴
史
と
基
本
理
念
を
堅
持

し
な
が
ら
、
財
政
不
足
等
で
厳
し
い

情
勢
下
で
の
給
与
交
渉
や
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
の
よ
り
効
果
的
な
活
動

組
合
員
１
６
７
名
の
参
加
の
も
と
第
52
回
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
活
動
方
針
案
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
特
に
質
疑
等

も
な
く
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
に
は
、
組
合
員
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
三

単
組
合
同
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
２
０
０
名
以
上

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

恒
例
の
抽
選
会
で
は
、
組
合
で
準
備
し
た
商
品
の
ほ
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田
中
副
執
行
委
員
長
の

開
会
の
挨
拶
の
前
に
４
月

30

日
に
事
故
で
亡
く
な
っ

た
郷
和
宏
副
執
行
委
員
長

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
自
治

労
連
の
下
﨑
副
中
央
執
行

委
員
長
は
じ
め
、
連
合
熊

本
、
熊
本
市
な
ど
各
界
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。 

冒
頭
、
福
田
執
行
委
員

長
の
挨
拶
で
は
「
郷
副
執
行

委
員
長
は
、
48

歳
と
い
う

若
さ
で
他
界
し
ま
し
た
。
組

合
専
従
と
し
て
、
ま
た
副
委

員
長
と
し
て
組
合
員
・
市
の

職
員
の
た
め
に
本
当
に
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
組
合
員

えびの市役所職員組合 
～第 44 回定期大会～ 

６月 23 日（金）市役所会議室 

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
運
動
や
理
念
を
大
切
に
し
な
が
ら
組

織
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

新
た
な
時
代
を
迎
え
て
い
く
中
で
、
も
う
一
度
組

合
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
必
要
性
を
再
確
認
し

な
が
ら
、
い
ま
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
も
よ
り
目
を
配
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

昨
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
は
定
着
化
を
図
る
た
め
、
よ
り
充
実
さ
せ
て
い

き
、
さ
ら
に
今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
も
取
組

ん
で
い
く
こ
と
で
組
合
員
同
士
の
繋
が
り
や
絆
を

よ
り
深
め
て
い
き
ま
す
。 

周南市役所職員組合 
～第 49 回定期大会～ 

７月 14 日（金）ホテルサンルート徳山 

東北町職員組合 
～第 49 回通常総会～ 

７月 14 日（金）東北町東龍舘 

下
田
執
行
委
員
長
の
挨
拶
、

ご
来
賓
の
ご
祝
辞
を
経
て
、
総

会
議
事
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
及
び

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
役
員
選
挙
に

よ
り
、
蛯
沢
新
執
行
委
員
長
を

は
じ
め
と
し
た
新
役
員
体
制
と

な
り
ま
し
た
。 

自
治
労
連
・
関
谷
中
央
執
行

委
員
長
に
は
ご
来
賓
と
し
て
ご

臨
席
ご
祝
辞
を
賜
り
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

熊本市役所第一職員労働組合 
～第 52 回定期大会～ 

７月 21 日（金）メルパルク熊本 

の
皆
さ
ん
郷
副
委
員
長
の
分
ま
で
楽
し
く
仕

事
を
し
、
楽
し
い
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
復
旧
・
復
興
業
務
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
組

合
員
の
皆
さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
災
害
対
応
業
務

は
続
き
ま
す
が
、
『
頑
張
ろ
う
熊
本
・
頑
張
ろ

う
第
一
職
労
』
の
精
神
で
一
致
団
結
し
、
共
に

頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
平
成
28
年
度
活
動
経
過
報
告
及

大村市職員組合 
～第 52 回定期大会～ 

７月 22 日（金） 

パークベルズ大村 

か
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て

湧
川
副
委
員
長
の
「
宮
古

島
産
マ
ン
ゴ
」
を
「
湧
川
賞
」

と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

友
誼
団
体
の
皆
様
か
ら
も

温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
感
謝
、
感
激
の
総
会
と

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
盛
会
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 総

会
の
最
後
に
は
、
恒

例
の
新
執
行
部
の
紹
介
を

行
い
、
今
期
一
年
間
、
組
合

員
皆
さ
ん
と
一
緒
に
職
場

環
境
の
改
善
等
に
取
り
組

む
こ
と
を
決
意
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

を
充
実
さ
せ
た
い
と
決
意
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。 

大
会
終
了
後
に
は
、
恒
例
の
出
席

者
全
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
抽
選
会
な
ど
の
余
興
で
盛
り
上

が
り
、
組
合
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
、
文
化
体
育
部
の
秋
の

行
楽
ツ
ア
ー
や
青
年
女
性
部
の
親
睦

行
事
、
そ
し
て
年
末
に
か
け
て
の
給
与

交
渉
な
ど
様
々
な
活
動
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
地
に
足
の
着
い
た
組
合
員

目
線
の
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

び
決
算
報
告
、
平
成
29
年
度
運
動
方
針
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
大
会

代
議
員
の
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

組
合
は
、
本
年
度
の
運
動
方
針
を
軸
と

し
、
本
市
の
復
興
・
発
展
の
た
め
、
ま
た
組

合
員
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。  

 
 

 

 


